































































































































































世代 活動期 主な研究者 キーワード





Ⅲ 1960年代～ 増田精一　穴沢咊光　町田　章　千賀　久 東アジアのなかの刀剣論　馬装復元
北野耕平　小林謙一　野上丈助　田中新史 甲冑製作にもちいられる技法
Ⅳ 1980年代～ 福島雅儀　田中晋作　柳本照男　藤田和尊 武器・甲冑出土古墳かみた軍事組織論
尼子奈美枝　松木武彦　古谷　毅　滝沢　誠 階層構造論　「帯金式甲冑」の認識
岡安光彦　新納　泉　臼杵　勲　斎藤　弘 武器・甲冑・馬具の即物的な分類と編年
関　義則　瀧瀬芳之　杉山秀宏　宮代栄一 PHALANX ― 古墳文化研究会 ― の活動
Ⅴ 1990年代～ 清水和明　高橋　工　大谷晃二　菊地芳朗 前方後円墳体制　網羅的な集成　三燕
内山敏行　水野敏典　桃﨑祐輔　栗林誠治 東アジアレベルでの編年　実年代論
重藤輝行　高久健二　鈴木一有　橋本達也 威信財　資料のフィードバック機構の確立
Ⅵ 2000年代～ 阪口英毅　横須賀倫達　松尾充晶　豊島直博 刀剣・甲冑・馬具の組立工程の解明
大谷宏治　高田貫太　高松雅文　橋本英将 既存資料の再検討　専業化への兆し
野垣好史　深谷　淳　古川　匠　持田大輔 器物を横断した技術論の分析

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































７ 後１ ７ 後１
4・5 ６ ９ 4・5 ６ ９
全長 茎長 TK73 TK216 ON46 TK208 TK23 TK47 MT15 全長 茎長 TK73 TK216 ON46 TK208 TK23 TK47 MT15
東京  野毛大塚・第３主体部/11（TK216） 81.5 17.3 2.0 東京  野毛大塚・第１主体部/９（TK73） 79.4 14.2 3.2
福岡  奴山正園/43（中期初頭） 46.5 9.2 奈良  新沢千塚・109号前方部/109-10（中５期） 82.0~ 16.7~ 3.2
奈良  新沢千塚・109号前方部/109（中５期） 75.0 13.0 2.2 三重  おじょか（ON46） 84.2 16.8 3.2 茎元抉り
福岡  奴山正園/37（中期初頭） 46.8 10.2 大分  十六山１号横穴（TK208） 84.8 14.8 3.2
大阪  野中/51号刀（TK216） 82.4 14.5 2.2 大阪  七観第３槨/９（TK73） 86.3 18.5 3.2
東京  野毛大塚・第３主体部/11（TK216） 83.2 16.6 2.2 福岡  きょう塚（TK216） 88~ 17.2 3.2
福岡  奴山正園/59（中期初頭） 43.2 12.0 香川  川上（TK208） 93.0 15.5 3.2 鎺
福岡  奴山正園/８（中期初頭） 46.0 12.9 大阪  豊中大塚/96-5 93.0 21.0 3.2
大阪  野中/86（TK216） 34.8~ 16.1 2.5 兵庫  年の神６号（TK73-216） 93.2 19.0
兵庫  新宮東山２号墳・４号棺 79.7 16.4 2.5 静岡  文殊堂11号（TK73-216） 93.8 18.3
東京  野毛大塚・第３主体部/８（TK216） 89.7 16.8 2.5 兵庫  梅田１号（中期前半） 99.0 19.0 茎元抉り
大阪  堂山１号/20-５（TK73） 72.0 12.4 2.7 栃木  磯岡北３号（TK208） 101.3 16.6 3.2 茎元抉り
兵庫  茶すり山・第１主体部西区画/10（中３期） 78.4 15.3 2.7 福岡  向田Ⅲ-2号（TK208-TK23） 102.0 18.4～ 3.2
兵庫  茶すり山・第１主体部西区画/13（中３期） 84.7 16.4 2.7 奈良  野山遺跡野山支群11号（TK208） 84.3 3.3
兵庫  茶すり山・第１主体部西区画/19（中３期） 91.6 15.2 2.7 大阪  土師の里８号 85.0 19.5 3.3
大阪  七観・第３槨/刀10（中３期） 85.9 15.2 2.7 大阪  豊中大塚/96-2（中２期） 95.2 18.4 3.3
東京  野毛大塚・第３主体部/12（TK216） 91.5 18.3 2.7 大阪  七観・第３槨/刀８（TK73） 98.4~ 19.5~ 3.3
大阪  交野東車塚（中１期） 72.5 12.5 2.8 千葉  北の内１号・埋葬（ON46） 84.1 15.2 3.4
大阪  七観・第３槨/16（中３期） 75.1~ 15.5~ 2.8 京都  カヤガ谷８号 86.9 14.9
福岡  永浦４号/１（中３期） 80.1~ 17.6 2.8 兵庫  茶すり山・第１主体部西区画/17（TK73） 89.0 18.2 3.4
東京  野毛大塚・第１主体部/８（TK73） 80.7 14.7 2.8 長野  倉科将軍塚２号（鋲留技法導入期） 89.5~ 18.4 3.4
大阪  堂山１号/19-６（TK73） 84.5 16.1 2.8 京都  岩倉幡枝２号・西棺（ON46） 92.7 16.7 3.4
東京  野毛大塚・第３主体部/９（TK216） 86.0 16.8 2.8 兵庫  茶すり山・第１主体部中央区画/10（TK73） 104.8 20.3 3.4
兵庫  茶すり山・第１主体部西区画/18（中３期） 88.2 18.3 2.8 長野  溝口の塚（中６期古） 107~ 17.6 3.4
兵庫  茶すり山・第１主体部西区画/16（中３期） 89.8 15.6 2.8 熊本  長目塚（TK216） 108.0 17.0 3.4
大阪  豊中大塚/96-6（中２期） 92.4 15.0 2.8 奈良  新沢千塚109号・前方部/109-9（中５期） 86.5 16.0 3.5
東京  野毛大塚・第３主体部/12（TK216） 93.1 17.0 2.8 岡山  前内池４号（TK23） 90.1 3.5
東京  野毛大塚・第１主体部/10（TK73） 74.7 14.9 2.9 大阪  堂山１号/19-2（TK73） 90.7 19.5 3.5
福岡  池の上６号（TK73） 80.5 15.0 2.9 石川  下開発茶臼山20号（TK208-23） 99.6 15.4
大阪  七観第３槨/刀14（TK73） 80.3~ 18.7 2.9 福井  向山１号・埋納施設/９（ON46） 102.5 17.1 3.5
静岡  八幡ヶ谷（中期初頭～前葉） 81.2 16.9 2.9 京都  宇治二子山南（TK208） 96.5 16.0 3.6
大阪  七観・第３槨/11（TK73） 84.6~ 20.3 2.9 福井  向山１号・石室/７（ON46） 99.4 18.1 3.6
静岡  千人塚・第２主体（TK73？） 87.2 16.1 2.9 大分  上ノ原25号（TK23-TK47） 103.6 20.6
兵庫  茶すり山・第１主体部西区画/14（中３期） 89.3 16.1 2.9 島根  西１号（集成８期） 108.3 17.4
兵庫  茶すり山・第１主体部中央区画/7（中３期） 89.7 19.5 2.9 千葉  八重原１号（TK208） 109.0 19.8 3.6
兵庫  茶すり山・第１主体部中央区画/9（中３期） 94.9 20.5 2.9 三重  小谷13号（TK216） 111.1 22.5 3.6 茎元抉り
兵庫  小野王塚（中４期） 92.0 15.5 2.9 碧玉製三輪玉 大分  扇森山（集成８期） 97.5 16.5 鎺本孔
大阪  七観・第３槨/12（中３期） 65.6~ 13.9 3.0 大分  樫野（TK208-TK23） 90.7 15.2
大阪  七観・第３槨/13（中３期） 64.2 16.0 3.0 熊本  伝左山・舟形石棺（TK23） 95.0 17.3 3.8
大阪  七観・第３槨/15（中３期） 77~ 16.3~ 3.0 千葉  持塚１号（TK23） 95.5 17.8 3.8 茎元抉り
福岡  永浦４号/６（中３期） 78.8 16.0 3.0 静岡  林２号（TK23） 97.0 17.4 3.8
兵庫  茶すり山・第１主体部西区画/9（中３期） 83.5 16.7 3.0 東京  野毛大塚・第４主体（TK208） 104.9 16.6 3.9
兵庫  茶すり山・第１主体部西区画/12（中３期） 84.1 17.5 3.0 鎺本孔 大分  大作33号（TK47-MT15） 94.8 16.9
兵庫  茶すり山・第１主体部中央区画/8（中３期） 94.6 19.2 3.0 島根  敷居谷３号（集成８期） 90.3~
兵庫  茶すり山・第１主体部中央区画/6（中３期） 97.7 19.6 3.0 福岡  小正西・２号石室/１（TK47-MT15） 104.1～ 17.0
大阪  野中/112号刀（TK216） 44.1~ 18.5 3.0 福岡  正籠３号（MT15） 107.3 18.6 4.0 茎元抉り
千葉  山小川１号（TK23） 94.8 17.6 3.0 奈良  池殿奥５号（TK23） 98.6 18.8 4.1
大阪  七観・第３槨/刀17（中３期） 70.7~ 17.6~ 3.1 埼玉  稲荷山/第１主体部（TK47） 103.8 20.0 4.1
兵庫  茶すり山・第１主体部西区画/7（中３期） 80.6 15.7 3.1 大分  稲荷山３号横穴（MT15） 111.8 21.7 4.1 鎺本孔？
兵庫  茶すり山・第１主体部西区画/8（中３期） 83.1 16.3 3.1 静岡  志味堂１号（中期後葉） 95.5 17.9 ２段関
三重  近代（TK208） 84.0 16.0 3.1 奈良  新沢千塚109号・前方部/109-8（中５期） 100.0 18.2 4.2
兵庫  茶すり山・第１主体部西区画/11（中３期） 84.7 17.0 3.1 石川  和田山５号/Ｂ槨（TK208） 93.2~ 19.6 4.2 三輪玉？
兵庫  茶すり山・第１主体部西区画/15（中３期） 89.3 17.1 3.1 福岡  小正西・２号石室/２（TK47-MT15） 100.5 18.9
大阪  豊中大塚/96-4（中２期） 89.4 18.0 3.1
千葉  北の内２号埋葬（TK216） 89.4 16.0 3.1






























































７ 後１ ７ 後１
4・5 ６ ９ 4・5 ６ ９
全長 茎長 TK73 TK216 ON46 TK208 TK23 TK47 MT15 全長 茎長 TK73 TK216 ON46 TK208 TK23 TK47 MT15
東京  野毛大塚・第３主体部/11（TK216） 81.5 17.3 2.0 東京  野毛大塚・第１主体部/９（TK73） 79.4 14.2 3.2
福岡  奴山正園/43（中期初頭） 46.5 9.2 奈良  新沢千塚・109号前方部/109-10（中５期） 82.0~ 16.7~ 3.2
奈良  新沢千塚・109号前方部/109（中５期） 75.0 13.0 2.2 三重  おじょか（ON46） 84.2 16.8 3.2 茎元抉り
福岡  奴山正園/37（中期初頭） 46.8 10.2 大分  十六山１号横穴（TK208） 84.8 14.8 3.2
大阪  野中/51号刀（TK216） 82.4 14.5 2.2 大阪  七観第３槨/９（TK73） 86.3 18.5 3.2
東京  野毛大塚・第３主体部/11（TK216） 83.2 16.6 2.2 福岡  きょう塚（TK216） 88~ 17.2 3.2
福岡  奴山正園/59（中期初頭） 43.2 12.0 香川  川上（TK208） 93.0 15.5 3.2 鎺
福岡  奴山正園/８（中期初頭） 46.0 12.9 大阪  豊中大塚/96-5 93.0 21.0 3.2
大阪  野中/86（TK216） 34.8~ 16.1 2.5 兵庫  年の神６号（TK73-216） 93.2 19.0
兵庫  新宮東山２号墳・４号棺 79.7 16.4 2.5 静岡  文殊堂11号（TK73-216） 93.8 18.3
東京  野毛大塚・第３主体部/８（TK216） 89.7 16.8 2.5 兵庫  梅田１号（中期前半） 99.0 19.0 茎元抉り
大阪  堂山１号/20-５（TK73） 72.0 12.4 2.7 栃木  磯岡北３号（TK208） 101.3 16.6 3.2 茎元抉り
兵庫  茶すり山・第１主体部西区画/10（中３期） 78.4 15.3 2.7 福岡  向田Ⅲ-2号（TK208-TK23） 102.0 18.4～ 3.2
兵庫  茶すり山・第１主体部西区画/13（中３期） 84.7 16.4 2.7 奈良  野山遺跡野山支群11号（TK208） 84.3 3.3
兵庫  茶すり山・第１主体部西区画/19（中３期） 91.6 15.2 2.7 大阪  土師の里８号 85.0 19.5 3.3
大阪  七観・第３槨/刀10（中３期） 85.9 15.2 2.7 大阪  豊中大塚/96-2（中２期） 95.2 18.4 3.3
東京  野毛大塚・第３主体部/12（TK216） 91.5 18.3 2.7 大阪  七観・第３槨/刀８（TK73） 98.4~ 19.5~ 3.3
大阪  交野東車塚（中１期） 72.5 12.5 2.8 千葉  北の内１号・埋葬（ON46） 84.1 15.2 3.4
大阪  七観・第３槨/16（中３期） 75.1~ 15.5~ 2.8 京都  カヤガ谷８号 86.9 14.9
福岡  永浦４号/１（中３期） 80.1~ 17.6 2.8 兵庫  茶すり山・第１主体部西区画/17（TK73） 89.0 18.2 3.4
東京  野毛大塚・第１主体部/８（TK73） 80.7 14.7 2.8 長野  倉科将軍塚２号（鋲留技法導入期） 89.5~ 18.4 3.4
大阪  堂山１号/19-６（TK73） 84.5 16.1 2.8 京都  岩倉幡枝２号・西棺（ON46） 92.7 16.7 3.4
東京  野毛大塚・第３主体部/９（TK216） 86.0 16.8 2.8 兵庫  茶すり山・第１主体部中央区画/10（TK73） 104.8 20.3 3.4
兵庫  茶すり山・第１主体部西区画/18（中３期） 88.2 18.3 2.8 長野  溝口の塚（中６期古） 107~ 17.6 3.4
兵庫  茶すり山・第１主体部西区画/16（中３期） 89.8 15.6 2.8 熊本  長目塚（TK216） 108.0 17.0 3.4
大阪  豊中大塚/96-6（中２期） 92.4 15.0 2.8 奈良  新沢千塚109号・前方部/109-9（中５期） 86.5 16.0 3.5
東京  野毛大塚・第３主体部/12（TK216） 93.1 17.0 2.8 岡山  前内池４号（TK23） 90.1 3.5
東京  野毛大塚・第１主体部/10（TK73） 74.7 14.9 2.9 大阪  堂山１号/19-2（TK73） 90.7 19.5 3.5
福岡  池の上６号（TK73） 80.5 15.0 2.9 石川  下開発茶臼山20号（TK208-23） 99.6 15.4
大阪  七観第３槨/刀14（TK73） 80.3~ 18.7 2.9 福井  向山１号・埋納施設/９（ON46） 102.5 17.1 3.5
静岡  八幡ヶ谷（中期初頭～前葉） 81.2 16.9 2.9 京都  宇治二子山南（TK208） 96.5 16.0 3.6
大阪  七観・第３槨/11（TK73） 84.6~ 20.3 2.9 福井  向山１号・石室/７（ON46） 99.4 18.1 3.6
静岡  千人塚・第２主体（TK73？） 87.2 16.1 2.9 大分  上ノ原25号（TK23-TK47） 103.6 20.6
兵庫  茶すり山・第１主体部西区画/14（中３期） 89.3 16.1 2.9 島根  西１号（集成８期） 108.3 17.4
兵庫  茶すり山・第１主体部中央区画/7（中３期） 89.7 19.5 2.9 千葉  八重原１号（TK208） 109.0 19.8 3.6
兵庫  茶すり山・第１主体部中央区画/9（中３期） 94.9 20.5 2.9 三重  小谷13号（TK216） 111.1 22.5 3.6 茎元抉り
兵庫  小野王塚（中４期） 92.0 15.5 2.9 碧玉製三輪玉 大分  扇森山（集成８期） 97.5 16.5 鎺本孔
大阪  七観・第３槨/12（中３期） 65.6~ 13.9 3.0 大分  樫野（TK208-TK23） 90.7 15.2
大阪  七観・第３槨/13（中３期） 64.2 16.0 3.0 熊本  伝左山・舟形石棺（TK23） 95.0 17.3 3.8
大阪  七観・第３槨/15（中３期） 77~ 16.3~ 3.0 千葉  持塚１号（TK23） 95.5 17.8 3.8 茎元抉り
福岡  永浦４号/６（中３期） 78.8 16.0 3.0 静岡  林２号（TK23） 97.0 17.4 3.8
兵庫  茶すり山・第１主体部西区画/9（中３期） 83.5 16.7 3.0 東京  野毛大塚・第４主体（TK208） 104.9 16.6 3.9
兵庫  茶すり山・第１主体部西区画/12（中３期） 84.1 17.5 3.0 鎺本孔 大分  大作33号（TK47-MT15） 94.8 16.9
兵庫  茶すり山・第１主体部中央区画/8（中３期） 94.6 19.2 3.0 島根  敷居谷３号（集成８期） 90.3~
兵庫  茶すり山・第１主体部中央区画/6（中３期） 97.7 19.6 3.0 福岡  小正西・２号石室/１（TK47-MT15） 104.1～ 17.0
大阪  野中/112号刀（TK216） 44.1~ 18.5 3.0 福岡  正籠３号（MT15） 107.3 18.6 4.0 茎元抉り
千葉  山小川１号（TK23） 94.8 17.6 3.0 奈良  池殿奥５号（TK23） 98.6 18.8 4.1
大阪  七観・第３槨/刀17（中３期） 70.7~ 17.6~ 3.1 埼玉  稲荷山/第１主体部（TK47） 103.8 20.0 4.1
兵庫  茶すり山・第１主体部西区画/7（中３期） 80.6 15.7 3.1 大分  稲荷山３号横穴（MT15） 111.8 21.7 4.1 鎺本孔？
兵庫  茶すり山・第１主体部西区画/8（中３期） 83.1 16.3 3.1 静岡  志味堂１号（中期後葉） 95.5 17.9 ２段関
三重  近代（TK208） 84.0 16.0 3.1 奈良  新沢千塚109号・前方部/109-8（中５期） 100.0 18.2 4.2
兵庫  茶すり山・第１主体部西区画/11（中３期） 84.7 17.0 3.1 石川  和田山５号/Ｂ槨（TK208） 93.2~ 19.6 4.2 三輪玉？
兵庫  茶すり山・第１主体部西区画/15（中３期） 89.3 17.1 3.1 福岡  小正西・２号石室/２（TK47-MT15） 100.5 18.9
大阪  豊中大塚/96-4（中２期） 89.4 18.0 3.1
千葉  北の内２号埋葬（TK216） 89.4 16.0 3.1



















































































































































































































































































































段階 中期１ ２（国産化、大量副葬・埋納） 後期１




























































































中１期 中２期 中３期 中５期 中６期 中７期 後１期































































































































































































































































































































































































































      8　トトコチ山古墳出土円頭大刀






































































江田船山（熊本） 前方後円（61） 5c後 ☆/◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
峯ヶ塚（大阪） 前方後円（96） MT15 ☆/◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○
烏土塚（奈良） 前方後円（68） TK43 ☆ ○ ○ ○
藤ノ木（奈良） 円（48） TK43 ○ ☆ ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
上塩冶築山（島根） 円（43） TK43 ○ ○ ☆ ○ ○ ○ ○ ○
トトコチ山（栃木） 円（34） TK43 ◎ ○
いわき塚（愛知） ― TK43 ☆ ○ ○
綿貫観音山（群馬） 前方後円（97） TK43 ○ ○ ○ ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○
城山１号（千葉） 前方後円（68） TK43 ◎ ○ ○ ○ ○
奥山B‐Ⅱ号横穴（島根） 横穴墓 TK209–TK217 ☆
風返稲荷山（茨木） 前方後円（70） TK209–TK217 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○
前山（群馬） 前方後円（60） TK209 ◎ ○ ○ ○ ○ ○
池殿奥５号（奈良） 前方後円（23） TK23～TK47 ◎ ○
扇森山横穴（大分） 横穴墓 TK47 ◎ ○ ○
大作33号（千葉） 円（25） TK47～MT15 ◎ ○
瓦屋西B3号（静岡） 前方後円（28） MT15 ◎ ○ ○
稲荷山３号横穴（大分） 横穴墓 MT15 ◎ ○ ○ ○
朝日天神山１号（大分） 前方後円（54） MT85～TK43 ◎ ○
高野２号横穴（島根） 横穴墓 MT85～TK43 ◎ ○ ○
林５号（静岡） 円（15） TK43 ◎ ○
法皇塚（千葉） 前方後円（58） TK43 ◎ ○ ○ ○ ○ ○









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































      






   
A 類
   
B 類









































































































































































































































































































































































































































































































1 中　田 福島県いわき市 装飾横穴 TK209 2 ◯ ◯
2 赤羽Ｂ-1号 茨城県ひたちなか市 横穴 TK43-TK209 2
3 風返稲荷山 茨城県かすみがうら市 方円・78m TK209-TK217 1 ◯
4 寺田１号 茨城県筑西市 円・40m TK43-TK209 2
5 竹下浅間山 栃木県宇都宮市 方円・52.5m TK209 1
6 明神山10号 栃木県足利市 円・８m TK43-TK209 2
7 若田大塚 群馬県高崎市 円・29.5m ６c前 1 ◯
8 綿貫観音山 群馬県高崎市 方円・97m TK43 9
9 八幡観音塚 群馬県高崎市 方円・97m TK209 2
10 鈴　塚 群馬県高崎市 円・20m ６c後 1
11 壇　塚 群馬県前橋市 円・25m ６c中 1
12 弦巻塚 群馬県前橋市 方円・86m ５c後～６c前 1
13 赤堀４号 群馬県伊勢崎市 円・22.5m ６c末～７c初 1
14 美九里中 群馬県藤岡市 不時発見 ６c末～７c初 1
15 房子塚 群馬県玉村町 方円・45m ６c末 1
16 小泉大塚越３号 群馬県玉村町 方円・46m ６c後 2
17 二ツ山１号 群馬県太田市 方円・74m ６c後 1
18 金鈴塚 千葉県木更津市 方円・91m TK209 2 ◯
19 天王船塚４号 千葉県成田市 周溝円・50m～ ７c前 1
20 塚田２号 神奈川県南足柄市 ― TK43-TK209 3 ◯
21 三ノ宮３号 神奈川伊勢原町 ― ７c前 1
22 ― ― 1
23 稲荷塚１号 岐阜県可児市 円・21m TK43-TK209 1 ◯
24 甑　塚 静岡県磐田市 円・26m MT15 1
25 上神増E16号 静岡県磐田市 周溝円・11m TK43 1
26 梶ヶ谷１号 静岡県御前崎市 横穴 TK209 1
27 瀬戸１号 静岡県藤枝市 円・12m TK209-TK217 2
28 賤機山 静岡県静岡市 円・32m TK43-TK209 3
29 白亀塚 愛知県大口町 円・19m TK43 1
30 根川１号 愛知県豊田市 円・17m MT85-TK43 1
31 寺西１号 愛知県豊橋市 円・25m TK43-TK209 2
32 馬越長火塚 愛知県豊橋市 方円・70m TK209 1
33 井田川茶臼山 三重県亀山市 ― MT15 1
34 甲　山 滋賀県野洲市 円・８m TK10 1 ◯
35 畑の前７号 京都府精華町 周溝円・18.6m ７c前 1
36 小屋ヶ谷 京都府福知山市 円・13m TK43 1
37 河内愛宕塚 大阪府八尾市 円・22.5m MT85-TK209 1
38 山畑48号 大阪府東大阪市 ― TK209 1
39 年の神２号 兵庫県三木市 円・14.7m TK46 1
40 見手山１号 兵庫県豊岡市 方円・35m TK43 1
41 東山１号 兵庫県多可町 円・30m TK209 1 ◯
42 竜谷８号 奈良県桜井市 円・18.5m ６c後 1
43 烏土塚 奈良県平群町 方円・60m TK43 3
44 牧　野 奈良県広陵町 円・50m TK209 1
45 平　林 奈良県葛城市 方円・55m TK43 1
46 ― ― 1
47 箕島１号（一本松） 和歌山県有田市 円・12m ６c中 1 ◯
48 上塩冶築山 島根県出雲市 周溝円・77m TK43-TK209 9
49 定東塚 岡山県真庭市 方・17m TK217 4 ◯ ◯
50 王墓山（岡山） 岡山県倉敷市 円・25m～ TK43-TK209 4 ◯
51 赤井西４号 岡山県倉敷市 ― TK209 1
52 赤井南３号 岡山県倉敷市 円・17m TK209 1
53 二子塚 広島県福山市 方円・68m TK43-TK209 4
54 田　戸 広島県三次市 円・13m TK209 1
55 長砂古 香川県観音寺市 円・13m TK43 1
56 経ヶ岡 愛媛県四国中央市 方円・30m TK10 1
57 箕田丸山 福岡県みやこ町 方円・37m TK10 1
58 袂水１号 福岡県行橋市 ― TK209 1
59 伊田狐塚D4号 福岡県田川市 横穴 TK209 1
60 沖ノ島７号 福岡県宗像市 祭祀遺跡 TK43 2
61 勝浦水押SO-01 福岡県福津市 円・14m TK209 1
62 原口１号 福岡県古賀市 円・23m MT85-TK43 1
63 観音浦KS３号 福岡県宇美町 円・14 TK209-TK217 1
64 丸の口Ⅳ-２号 福岡県那珂川市 円・12.5m TK209 1
65 元岡G-6号 福岡県福岡市西区 多角形墳？ ６c後～７c前 2
66 双　六 長崎県壱岐市 方円・91m MT85-TK209 1
67 赤　坂 熊本県多良木町 円 TK209 1
68 丁　村（１号石室） 羅　州 ５c後 1
69 新　徳 威　平 方円・51m ６c中 1 ◯
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































達城 55号（趙畠植ほか編 2018『大邸達城遺跡』Ⅳ―達城古墳群発掘調査報告書３―日帝強占期資料調査報告 28　国立大邸博物館　再トレース）





















































































































































































































































































































































































遺跡 所在地 形態・規模 時期 型式・数 三輪玉
岩戸山 福岡県八女市 方円・138m MT15 石製表飾Ｒ・１ ○
山の神 福岡県飯塚市 方円・80m TK10 木地銀張Ｌ・１ ○
木地銀張Ｒ・１ ―
木地銀張Ｌ・１ ―
桂川王塚 福岡県桂川町 方円・86m TK10～TK43 鉄地銀張Ｌ・２ ―
沖ノ島７号祭祀遺跡 福岡県宗像市 岩陰祭祀 TK10～TK43 鉄地銀張Ｌ・２ ○
双六 長崎県壱岐市 方円・91m MT85～ 鉄地Ｒ・１？ ○
鬼の窟 長崎県壱岐市 円・45m TK43～ 鉄地Ｌ・１ ―
妙泉寺７号 長崎県壱岐市 円・16m TK209 鉄地銀張Ｌ・１ ―
伝・朝日天神山１号 大分県日田市 方円・33m TK10～TK43 鉄地銀張Ｌ・１ △
国越 熊本県宇城市 方円・62.5m TK10 鉄地銀張Ｌ・２ ―
打越稲荷山 熊本県熊本市 円・30m TK43～TK209 鉄地銀張Ｌ・１ ―
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平等寺向原Ⅰ‐１号 福岡県宗像市 円・14 1 ●
平等寺向原Ⅱ‐17号 福岡県宗像市 ‐ 1 ●
朝町山の口６号 福岡県宗像市 円 1 ●
安城３号 福岡県鞍手町 円 1 ●
萩の浦３号 福岡県宮若市（若宮町） ‐ 1 ×
新行坊 福岡県嘉麻市（嘉穂町） 円 3 ●
影塚３‐③号 福岡県桂川町 横穴 2 ●
上ノ原６号 福岡県久山町 円・13 2 ●
松浦５号 福岡県篠栗町 横穴 1 ●
観音浦KS15号 福岡県宇美町 円 2 ●
観音浦KS23号 福岡県宇美町 円 1 ●
岩長浦IW１号 福岡県宇美町 円 1 ●
中通１号 福岡県大野城市 円 1 ●
中通９号 福岡県大野城市 円 2 ●
中通10号 福岡県大野城市 円 2 ●
中通12号 福岡県大野城市 円 2 ●
後田２号 福岡県大野城市 円 1 ●
八隈３号 福岡県筑紫野市 円 1 ●
横隈北田１号 福岡県小郡市 円 1 ●
三沢９号 福岡県小郡市 円 1 ●
三沢44号 福岡県小郡市 円 3 ●
津古内畑２号土坑墓 福岡県小郡市 土坑 1 ×
柿原G‐1号 福岡県朝倉市（甘木市） 円 3 ●
下渕名子４号 福岡県朝倉市（甘木市） 円 1 ●
須川ノケオ１号 福岡県朝倉市（朝倉町） 円・15 1 ●
仙道９号 福岡県筑前町（三輪町） 円・12 1 ×
益生田A‐15号 福岡県久留米市（田主丸町） 円 1 ●
鬼塚２号 福岡県広川町 ‐ 1 ●
植松１号 福岡県広川町 円・14 1 ●
上長延６号 福岡県広川町 円・12 1 ●
上長延９号 福岡県広川町 円 1 ●
山の前１号 福岡県広川町 円・24 2 ●
東濃施 福岡県みやま市（高田町） 円・24 1 ×
望谷 福岡県大牟田市 ‐ 1 ×
東油山２号 福岡県福岡市城南区 1 ●
徳永アラタ６号 福岡県福岡市西区 円・10 1 ●
桑原A‐1号 福岡県福岡市西区 ‐ 2 ●
丸ノ口Ⅴ群３号 福岡県那珂川町 円・11 1 ●
観音山Ⅲ‐９号 福岡県那珂川町 円・10 1 ●
東十郎特‐イ号 佐賀県鳥栖市 円 1 ×
都谷B区ST002号 佐賀県鳥栖市 円・10 1 ×
東福寺ST014号 佐賀県武雄市 円 3 ×
高下 長崎県雲仙市（国見町） ‐ 2 ×
瀬戸口横穴墓群前提部 熊本県菊池市（七城町） 横穴 1 ×
荻迫３号 熊本県合志市（西合志町） 横穴 1 ×
つつじヶ丘C‐1号 熊本県熊本市 横穴 1 ×
湯の口129号 熊本県山鹿市 横穴 1 ×
上ノ原51号 大分県中津市（三光村） 横穴 3 ×





















































表記 進出先 出典 備考
火君之氏 肥前国松浦郡 『日本霊異記』下巻35 肥君
肥君猪手 筑前国嶋郡 『大宝二年筑前国嶋郡川辺里戸籍』 肥君
飽田郷 筑前国怡土郡 『和妙抄』筑前国怡土郡条 肥後国飽田郡からの移住
吡伊郷 筑前国早良郡 『和妙抄』筑前国早良郡条 肥君
益城連 筑前国御笠郡 『続日本紀和銅二年六月廿一日条 肥後国益城郡からの移住






















































































































0 10㎝刀以外 S：1/30 10㎝刀 S：1/4
図出典
刀・鉾・鏃・弓弭・両頭金具（福岡市埋蔵文化財センター蔵）
鈴（福岡市教育委員会 2013『元岡・桑原遺跡群 22』福岡市埋蔵文化財調査報告書 1210 を再トレース）


















































































































































































































































































































































































































































































































































































５ 藤ノ木古墳出土心葉形鏡板付轡［奈良県立橿原考古学研究所 1990『斑鳩 藤ノ木古墳　第 1次調査報告書』］ 
６ 金鈴塚古墳出土銀葉飾金具［木更津市郷土博物館金のすず蔵］
７ 武者塚古墳出土銀帯状金具［上高津貝塚ふるさと歴史の広場 2014『武者塚古墳とその時代』］





























































































































































































































































































































津堂城山（古市古墳群） 大阪府藤井寺市 方円・210m TG232 ◯ ◯ ◯ 古市古墳群の嚆矢
Ｂ類（鋲留）
金冠塚 慶州 円・46m 5c末 ◯ ◯ ◯ ◯ 新羅王陵
池山洞47号 高霊 6c中 旧・主山39号墳
箕田丸山・前方部石室 福岡県みやこ町 方円・37m TK10 ○（銀装） ● ◯ ● ◯
C1類（銀製）
東京湾エリア
金鈴塚 千葉県木更津市 方円・140m TK209 ○（銀装） ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ 馬来田国造？
松　面 千葉県木更津市 方・44m TK209 ● △ ◯ ◯
利根川上流エリア
八幡観音塚 群馬県高崎市 方円・90m TK209 ○（銀装？） ◯ ● ◯ ◯ ◯
房子塚 群馬県玉村町 方円・45m TK209 ◯ ● ◯ 出土古墳の詳細不明
高瀬24号墳 群馬県富岡市 円・30m TK209 ◯
八幡山 埼玉県行田市 円・78m ７c ◯ 漆塗棺
霞ヶ浦エリア
宮中野大塚 茨城県鹿嶋市 帆立貝・92m ７c中 ○（銀装） ◯ 最大の帆立貝式
その他の地域
向山１号 島根県松江市 方・20×32m TK209 ○（銀装） ◯ ◯ ２段築成
船原遺物埋納坑 福岡県古賀市 方円・42m～ TK209 ◯ ◯ 木製漆塗弓10～12張
C2類（金銅製）
東京湾エリア
野々間（内裏塚古墳群） 千葉県富津市 方・19.5m TK217 ◯
亀　塚（内裏塚古墳群） 千葉県富津市 方・37m ７c中？ ◯ 群２位の規模
割見塚（内裏塚古墳群） 千葉県富津市 方・40m ７c後 ◯ 千葉最大の切石積石室
かろうと山 神奈川県横須賀市 円 TK217
江奈２号 神奈川県三浦市 横穴 TK217 ○（金銅装）
大嚴寺 神奈川県厚木市 横穴 ―
利根川上流エリア
足利公園10号 栃木県足利市 円




風返稲荷山（石室前室） 茨城県かすみがうら市 方円・78m TK217 ◯ ◯ ● ◯ ◯ 大刀・馬具はTK209か
龍角寺浅間山 千葉県栄町 方円・78m TK217 ◯（金銅装） ◯ ◯ ◯ 漆塗棺
その他の地域
小申田18号 福島県いわき市 横穴 ○（金銅装）


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































埴輪 挂甲武人（群馬県出土）（古谷　毅2015「埴輪 挂甲武人」『国宝 埴輪 挂甲武人  重要文化財 埴輪 盛装女子  附 埴輪 盛装男子』同成社：18-29頁）

























































































































































































































　第５節　結　語 ― 古墳時代武器研究史上における本論の役割 ― 
　倭王権による武器の一元生産・配布論も，それと対をなす地方生産論も，結局は工房跡を発見しないかぎ
り交わることはない。もはや，研究者個人の帰属意識にかかわる問題といってもよいだろう。
　これにたいして本論では，特定形式の武器がどのような地域で重視されたのかという分布論的に把握でき
る事実をまずふまえたうえで，周辺の生産遺跡の状況を確認しながら地方生産力の強弱を検討することのほ
うが建設的な議論につながること，すなわち古墳時代の武器の流通には，倭王権を発信源とした一方的な流
れのみならず，地方の論理との折衝のなかで形づくられる地域性が存在する可能性を，資料に即しながら示
した。最後にその成果をまとめ，擱筆したい。
　第Ⅰ部の成果
　個別細分化する刀剣型式学の成果は先学に譲りつつも，これまで個別にすすめられてきた装飾大刀と刀身
の研究を区別することなく，一体の様式として捉える視点を提示した。そのなかで，これまではその限界ば
かりが主張されてきた鉄刀をもちいた古墳編年が，中期においては須恵器陶邑編年に換算して平均1.5型式
分ほどの精度で有用であることを示した。
　また，刀身や鉄鉾本体からみた王権論への糸口を見出した。とくに中期における発展段階的な倭製鉄刀の
長大化や加飾化は，刀剣をもちいた東アジアの秩序に参入するための政治的パフォーマンスであり，倭の
五王による度重なる中国南朝への朝貢と連動する可能性を説いた。そして，５世紀後半に倭王武が「使持節
図134　阿恵遺跡周辺図
図出典　粕屋町教育委員会 2018『阿恵遺跡』粕屋町文化財調査報告書43改
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終　章　北部九州における武器保有の実態
都督倭新羅任那加羅秦韓慕韓六国諸軍事鎮東大将軍倭王」に任じられることによって中国の世界秩序下に
編成された段階で刀身の長大化はおさまること，ついで擁立された継体が完成させた捩り環頭大刀はこうし
た前史の集大成として捉えるべきものであると結論した。
　長大化はおさまるいっぽうで，仕様による階層分化や形式の多様化がすすむ後期の刀剣体系は，府官制的
秩序からミヤケ制や国造制，氏族制などへ複雑化する社会構造そのものの質的転換を反映するものである。
　日本列島の古墳から出土する特殊な鉄鉾についても，本来は中国大陸，朝鮮半島の動向を反映しながら中
期後半にかけて多様化していたものが，後期になると三角穂式鉄鉾へと一元化され，倭の鉄鉾様式の中心に
据えられてゆく過程があきらかとなった。後期後半以降にみられる銀装や鐔付の三角穂式鉄鉾は，直截的に
百済や新羅の動向と結びつくものではなく，倭国内の秩序を示す財へと変容したものである。
　第Ⅱ部の成果
　第Ⅰ部で示した仮説を検証するため，特定地域における古墳時代中・後期の武装の意義を考察した。その
過程で，セスドノ古墳や岩戸山古墳をはじめ，玄界灘沿岸地域出土品の調査をつうじて得た情報の質と量は，
九州の古墳時代史そのものを再構築するにふさわしい材料となった。
　考察にあたっては，北部九州こそが倭と東アジア世界の境界領域であるとあらためて認識したうえで，倭
の版図の東端である関東のありかたと対比することによって，その位置づけを相対化するように努めた。す
なわち，従来の北部九州の位置づけは，朝鮮半島との交流のなかで，あるいは東に目を向けてもせいぜい近
畿地方との交流のなかで論じられることが多かったが，本論では倭の版図における質差を最大限明瞭にする
ために，古墳時代当時の列島の西限と東限を比較検討したのである。
　その結果，高位に位置づけられる武器の流通動態にも西と東ですくなからぬ地理勾配が存在することをあ
きらかにするとともに，こんにちの武器研究にたいして最もおおきな影響力をもつ下記の流通モデルや，じ
ゅうぶんに検証されていなかった保有意味論を見なおし，対案を示すにいたった。
捩り環頭大刀流通の発信源＝継体説　捩り環頭大刀の成立動態を，継体朝における財体系の刷新に求める理
解そのものには首肯する。しかし，捩り環頭大刀の盛行は継体没後の６世紀後半である。とくに関東から東
北南部にかけては，新式の埋葬施設の情報と連動しながら東漸し，最新の事例は，分布の北限や東限にあた
る中田装飾横穴や龍角寺浅間山古墳など，６世紀末から７世紀初頭の有力な墳墓で出土している。したがっ
て，捩り環頭大刀の展開を一律継体朝の論理に求めることはできない。古墳時代後期をつうじて倭王権中枢
部が各地を掌握するために利用した威信財的要素として，柔軟に解釈すべきだろう。
金銅装頭椎大刀の製作・保有＝物部氏，双龍環頭大刀の製作・保有＝蘇我氏説　1960年代末以降，金銅装
頭椎大刀と物部氏，双龍環頭大刀と蘇我氏をむすびつける解釈が示されてきた。しかし実際には，両形式の
大刀は鞘の意匠を共有したり共伴したりする事例もあることや，そもそも金銅装頭椎大刀の盛行は６世紀末
から７世紀初頭にあたることから，587年に本宗家が滅亡した物部氏とむすびつけると論理が破綻する。ま
た，最も巨大な製品が存在する宮地嶽古墳周辺には物部氏の存在を示す資料が知られていない。たしかに，
５世紀の布留遺跡段階のような木装頭椎大刀は物部氏による生産品かもしれないが，本論では，物部本宗家
滅亡後には頭椎大刀のデザインが蘇我氏に接収され，蘇我氏による一元管理のもと，頭椎大刀＝軍事，双龍
環頭大刀＝外交，のような保有者の社会的役割を表象するかたちで分配した可能性を支持した。ただし，こ
の仮説は実証困難であるため，絶えず検証し続ける必要がある。
６世紀の三累環頭大刀の製作地　６世紀の三累環頭大刀の製作地をめぐっては，その多くが倭に分布するこ
とから国産品とみる理解と，その他の倭製装飾大刀との技術共有が希薄であることから舶載品とみる理解が
対立している。二説とも，極端な論理としかいえない。
234
　これにたいして本論では，①後期最古段階の事例が福岡県剣塚１号墳に副葬されること，②日本列島にお
ける三累環頭大刀の四割ちかくが北部九州に集中するのにたいして近畿では希薄であること，③北部九州で
は群集墳の上位層に副葬され，一定の身分表示機能が働いていたこと，④鍛冶具や鉄滓，銅滓のほか，地域
生産・補修が考えられる飛燕式鉄鏃や瓢形素環轡の分布と良好に重なることなどを重視し，三累環頭大刀の
すくなくとも一部は北部九州で生産された可能性を示した。
銀象嵌大刀・飛燕式鉄鏃・瓢形素環轡の保有意味　象嵌刀剣は全国で600ちかい事例が知られており，かな
らずしも貴重な武器とはいえない。同時に，資料の多さから全国的なモデルの構築も道半ばである。
　銀象嵌大刀保有の事例研究として本論では，牛頸窯跡群周辺（窯業・鉄生産）や鋤崎古墳群（鉄生産），
石ヶ元古墳群（鉄器生産）など，玄界灘沿岸の事例を挙げながら，銀象嵌大刀は須恵器や鉄生産を司る部民
的集団の長が佩用した可能性を示した。とくに，飛燕式鉄鏃や瓢形素環轡のように，福岡平野周辺での生産・
補修が想定できる武器や馬具とおもな分布域が重なることからも，こうした協業的地縁でつながる集団の象
徴として機能した可能性は否定できない。
　ただし，銀象嵌大刀を保有する者の生業の特定については，なお慎重を要する。本論で示した構図が「全
国一律モデルの一部」なのか，「北部九州のローカル・ルール」なのか，製塩や馬匹，埴輪生産，土木など，
さまざまな手工業，あるいは部民にかんする歴史地理学的研究の成果も視野に入れながら，列島各地のモデ
ルを樹立したのちに比較，検証する必要があるだろう。
甲冑の保有者＝最高首長説　特定の論者による主張ではなく，いっぱんに浸透している「誤解」である。す
でに甲冑研究の立場からは，一部の後期甲冑出土古墳の被葬者について，最高首長を軍事的に補佐する人物，
あるいは配下の人物とみる説が示されているが，適切に引用されていない。
　北部九州においては確実に副次的な被葬者に甲冑がともなう事例を抽出できないが，最上位の装飾大刀出
土古墳で甲冑が共伴するのは後期中葉までであり，後期後半から終末期にかけては，倭装大刀や袋頭大刀出
土古墳の周辺に甲冑出土古墳が存在するばあいがある。後期後半以降，装飾大刀が表象する地域経営権と甲
冑をともなう軍事権へと，政軍分離ないし職掌の分化がすすんだ可能性があり，このような甲冑保有者は，
沖ノ島祭祀や宗像君，あるいは屯倉管掌者といった特定権力を軍事的に補佐する人物像を想定する。
古墳時代の武器＝倭王権を中心とする威信財説　古墳時代の武器や甲冑，馬具を「倭王権との密接な関係が
うかがえる威信財」とみる意見は根づよく，当時の武装にたいする適切な評価から乖離するいっぽうである。
　これにたいして本論第Ⅱ部では，東アジア諸国との境界領域にあたる北部九州勢力の武装体系について，
従来の階層論を発展させるかたちでモデル化した。そして，古墳時代後期においては，同じ器物でもそれが
威信財として機能する地域と機能しない地域に弁別できる可能性や，そもそも，同じ形式の武器が列島各地
に同じ論理で配布されたと解釈すること自体に限界があることを示した。
　とくに関東の武装のありかたについては銀装の武器，あるいはそれに準じるを中心に検討し，金鈴塚古墳
や綿貫観音山古墳の被葬者が倭王権との密なつながりのなかで入手した武器を関東独自の財体系で運用する
ことによって東国の有力首長間ネットワークが形成されたことを論じた。
　北部九州玄界灘沿岸地域においては，古墳時代後期の畿内と同調した墳墓築造の縮小化がみられる地域が
多い半面，中規模の前方後円墳を築造しながら東国に勝るとも劣らない充実した武装をもつ地域が存在する
ことが明快となった。すなわち，磐井の乱後の地域再編をつうじて多くの既存勢力が牽制されるなか，宗像
のような国家祭祀および国防の最前線においては，倭王権中枢部を中心とした上意下達の指揮命令系統が維
持されたと考える。
　ただし，磐井の乱以前から朝鮮半島との交流という地理的役得を獲得してきた旧来の在地勢力，すなわち
筑紫君や肥君は，ミヤケや国造の設置によって弱体化したわけではなく，むしろ須恵器生産や鉄・鉄器生産
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を媒介としながら協業的地縁を形成し，倭国の最前線を担う人的資源ないし物資供給のセンターとしての役
割を確立した。そして，そうした諸集団の最高意思決定機関である那津官家に瓦を供給した牛頸窯の操業期
間（６世紀中頃～９世紀中頃）が物語るように，このような地域経営モデルは古墳時代社会の時空間で完結
するようなものではなく，古代律令国家成立への序章として評価すべきだろう。
　おわりに
　本論では，軍事的境界領域の武装がもつ本質を単に「珍しいものをもつ者＝有力者」というお国自慢的な
説明ではなく，東アジアから日本列島，そして特定の地域へと絞りこむ視点によって描いた。これまでそ
の歴史的重要性が叫ばれながらも，じゅうぶんに体系化されていなかった北部九州の武装を考察した第Ⅱ部
は，個別具体的な地域史モデルの一つとなろう。
　ただし，課題も多く残った。とくに，関東の有力首長層を支えた集団や首長権力の成長過程について群集
墳レベルでの分析までいたらなかった点は，本論の論理的重層性やバランスを著しく弱めている。かといっ
て，北部九州における各群集墳の詳述や，倭王権中枢部と境界領域を結ぶ中継地域の検討も決してじゅうぶ
んなものとはいえない。本来は，各地の地域経営モデルを同じ水準で比較，相対化しないかぎり，王権中枢
がどのように地方を掌握しながら国家形成へいたったのかを解明できないはずである。
　このような課題を解決するためにも，有力首長を支えた集団や首長権力の成長過程について，群集墳や集
落の動態から通時的に描く必要がある。今後も，財体系に基づいた階層生成にかんする研究［下垣2018など］
や特定地域の経営に注目した研究［若狭2018など］を参照しながら，各地のモデルを糾合した列島古墳時
代史，そして東アジア史の再構築をすすめていきたい。
　さて，本論の出来，不出来にかかわらず，近年の研究成果と本論をあわせれば，古墳時代の武器，武具，
馬具にかんするほとんどの基礎研究が出揃ったはずである。いまだ会わぬ「武器研究第Ⅷ世代」は，どのよ
うな資料をどのように分析し，どのような考察を生み出すのだろうか。それは向後の愉しみとするほかない
が，その道すがらには，時として船原古墳遺物埋納坑出土品のような常識や先行研究の成果を超越する資料
が私たちの知的好奇心をくすぐり，そして悩ませつづけてゆくことだろう。しかしその都度，伝統的な方法
論を厳しく吟味，吸収，批判，そして発展させながら，きらびやかな出土品を前に冷静さを失わず丁寧に観
察し，類例の悉皆的な集成と比較検討を蓄積してゆけば，かならずや盤石な考察につながると私は信じてい
る。忖度や迎合なき研究の前進こそが学史へたいする真の敬
リスペクト
意であるとともに，考古学が科学たりえるため
の条件であることは，世代を超えても永遠に変わらないのだから。
註
１） 【量的格差表象システム・質的格差表象システム】川畑純が提唱した概念。古墳中期中葉までは「同一品目の武器・武具の
数量的な集積が，個人の社会的地位の表象の役割」を担う。こういった器物の入手や保有にたいする価値体系と，それを
前提として推しすすめられる器物の生産・流通体制を「量的格差表象システム」という。その後は「材質の違いなどによ
る同一品目中の質的な差違によって，個人の社会的地位を表象」するようになる。こういった器物の入手や保有にたいす
る価値体系と，それを前提とした器物の生産・流通体制を「質的格差表象システム」という［川畑2015：pp.309–310］。
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あとがき
　
　本論の執筆にあたっては，主査である福岡大学人文学部教授桃﨑祐輔先生，副査である同武末純一先生
のご指導を賜り，審査と口頭試問にあたっては，同西谷正浩先生にも副査の労をとっていただきました。
　さらに，福岡大学名誉教授小田富士雄先生，日頃から物心両面で支えていただいている穴沢咊光先生は
じめ，岡安光彦，宇野愼敏，田中晋作，宮代栄一，大谷晃二，内山敏行，鈴木一有，橋本達也，大谷宏治，
金宇大，初村武寛，田中祐樹，平林大樹，神啓崇の諸氏，諸先生からも多くのご教示を受けました。
　桃﨑先生とは2004年８月の福大オープンキャンパスで知りあい，翌年の入学以来，基礎講読，考古学方
法論，演習，博物館実習，卒業論文，修士論文，そしてこの博士論文の提出にいたるまでの15年間，一貫
してご指導いただいてきました。ただ，私にとってはそうしたカリキュラム上の講義や単位よりもむしろ，
研究室外での調査や資料見学をつうじて学んだ研究の機微や哲学，そして愉しさ――検出直後の馬具着装
馬殉葬土坑の見学や新羅王陵の巡見，２週間連日登頂した後の中世山岳寺院での石造物実測，朽ち果てた金
属製品を資料化する過程で体感した迫力――のほうが，強烈な記憶や骨肉として残っています。
　毎年度はじめに輪読する辛辣な「論文の書き方」に多くを学び，いまでは趣味となったデジタル図版の基
本も，入学直後の空き時間に教わった，ハサミとペーパーボンド，定規，電卓を使ったアナログ式です。東
日本の研究へたいする憧憬も，畿内中心主義への反骨も，他人への忖度や迎合は物事の衰退しか生まないと
いう「他人の言うことは信じるな」精神も，すべては，夜なべで大量の馬具や銅鋺の実測図を切り貼りして
ゆく桃﨑先生の版組作業を眺めるなかで養われたものです。本論第５章のうち皇南大塚南墳の鉄鉾にかんす
る記述にいたっては，二人で赴いた博士課程前期修了記念慶州旅行のレポートです。本論提出前最後に受け
たご指導が2019年８月のオープンキャンパスの日の夜となったことにも，深い感慨を覚えます。
　もちろん，その初期には「原稿一本につき20回書き直し」など辛い思い出も多くありますが，そうして
培った方法論を実践，練磨する場として，宮地嶽古墳出土巨大頭椎大刀の復元制作や九州国立博物館『馬
―アジアを駆けた二千年―』展示図録の編集，金鈴塚古墳，賤機山古墳，元岡G–6号墳，善一田古墳群出
土品の報告，最近では古代歴史文化協議会「古墳時代の刀剣類」のオブザーバーなどにたずさわれたことは，
武器や馬具を研究する者にとって無上の喜びであり，本論の執筆にあたってもこれらの経験や成果を盛りこ
むように努めました。次頁に記す諸氏，諸機関にも，貴重な文献や実測図をはじめとする情報収集，資料調
査などにおいて格別のご高配を賜りました。お世話になった日本全国の皆さんに心よりお礼申しあげます。
　私はいま，さまざまな研究不正があいつぐなか，博士論文の執筆をつうじてこれまで見逃されてきた知見
を得たことを嬉しく思います。フィールドに立ち，現物の資料と向きあいながら地域の歴史を描く姿勢こそ
が福大考古学の理念の実践であり，かつ人文科学がなしうる究極の社会貢献の姿であると信じるからです。
　2008年末に提出した卒業論文の末尾を，「古墳時代の鉄刀とは何か？　という問いに対しては，鉄刀の持
つ様々な属性を総合的に分析し，副葬品組成の中に位置づけてはじめて答えが導かれる」と濁しました。あ
れから幾星霜。武器の研究から何がわかるのか，と問われれば，出土した遺跡の時期や所有者の階層，地域
のなかでの役割，東アジア諸国や倭王権中枢部との政治的距離など，実に多くのことがわかると答えられる
ようになりました。その理由は，この間数千点の金属製品を観察し，そのうちおよそ千点は実測したからだ
と自負しますが，それでもまだまだ実測したい刀剣や馬具は数えきれません。これからも「研究なくして活
用なし」の原則を肝に銘じながら，研究の旅路を歩みつづけたいと思います。ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齊藤大輔
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田上浩司　瀧瀬芳之　竹田宏司　田子森千子　田代健治　田村　悟　田中　暁　田中聡一　田中裕介　田中　裕　田邊朋宏
玉川剛司　谷口文隆　田村隆太郎　谷畑美帆　千葉隆司　塚本敏夫　辻　宗廣　寺前直人　利根川章彦　豊島直博
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兵谷有利　平尾和久　平ノ内幸治　平ノ内武史　深澤太郎　福島日出海　福島雅儀　福永伸哉　福永清治　福本　寛
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光本　順　南　時夫　美濃口紀子　村瀨　陸　村田裕一　持田大輔　森下靖士　八木健一郎　矢島敬之　安平勝利　安村俊史
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兵　庫｜小野市立好古館　多可町那珂ふれあい館　兵庫県立考古博物館　　奈　良｜奈良県立橿原考古学研究所　
島　根｜出雲市弥生の森博物館　島根県立八雲立つ風土記の丘　松江市教育委員会
岡　山｜赤磐市山陽郷土資料館　岡山大学考古学研究室　　広　島｜福山市しんいち歴史民俗資料館
山　口｜平生町歴史民俗資料館　　香　川｜さぬき市歴史民俗資料館　善通寺市教育委員会
愛　媛｜愛媛県歴史文化博物館　松山市考古館
福　岡｜甘木歴史資料館　飯塚市歴史資料館　宇美町歴史民俗資料館　大野城心のふるさと館　大野城市教育委員会
　　　　小郡市埋蔵文化財センター　粕屋町歴史資料館　嘉麻市碓井平和記念館　九州国立博物館　九州歴史資料館
　　　　鞍手町歴史博物館　久留米市埋蔵文化財センター　古賀市歴史資料館　桂川町王塚装飾古墳館
　　　　篠栗町歴史民俗資料館　新宮町立歴史資料館　須恵町歴史民俗資料館　田川市石炭・歴史博物館
　　　　筑紫野市歴史博物館　那珂川市教育委員会　直方市教育委員会　久山町教育委員会　広川町古墳公園資料館
　　　　福岡教育大学　福岡県立糸島高等学校郷土博物館　福岡市埋蔵文化財センター　福津市教育委員会
　　　　宗像市海の道むなかた館　八女市岩戸山歴史文化交流館いわいの郷　行橋市歴史民俗資料館　吉富町教育委員会
佐　賀｜佐賀市文化財資料室　　長　崎｜壱岐市立一支国博物館
熊　本｜あさぎり町教育委員会　熊本県立装飾古墳館　熊本市博物館　玉名市歴史博物館　多良木町埋蔵文化財等センター
大　分｜臼杵市文化財管理センター　竹田市文化財管理センター　別府大学附属博物館　　宮　崎｜宮崎市生目の杜遊古館
